
 

 

 

 

 

１結果の公表

にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２教科に関す

る問題の結

果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度「山口県学力定着状況確認問題（CBT 方式）」は、児童生徒の学力の状

況や生活習慣、学習環境の状況を調査し、県内すべての児童生徒の学力の確実な定着

と向上を図ることを目的として実施しました。 

今回の結果をもとにして、本市におきましても、引き続き、学校と家庭・地域が連

携・協働し一体となった取組を推進してまいりますので、御協力をお願いします。 

○ 実施期日  

・令和６年１０月１６日（水）～１０月１８日（金）小学校５年、中学校１年 

・令和６年１０月１１日（金）～１０月１６日（水）小学校６年、中学校２年 

○ 実施内容  

小学校５、６年生 国語、算数 （※５年生は理科も実施） 

中学校１、２年生 国語、数学 （※中学校２年生は理科・英語も実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎（市平均正答率の高かった問題）  ▲（市平均正答率の低かった問題） 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ 話合いの中で適切に質問することができること（１・２年） 

◎ 同音異字（表）を理解すること（１・２年） 

▲ 語句の文脈上の意味を理解すること（２年） 

▲ 読み手に伝わるように表現を吟味し、文章を書くこと（１年・２年） 

国 語 

◎ 分数の減法・乗法の計算ができること（１年・２年） 

◎ 立体の底面と高さの関係を判断することができること（１年） 

▲ グラフから必要な情報を読みとることができること（１年） 

▲ 動画場面と空間図形を関連づけ、円柱の側面積を求めること（２年） 

数 学 

【国語】 １年生・２年生ともに県平均正答率を上回っている。 

【数学】 １年生は県平均正答率を上回っているが、２年生は下回っている。 

【理科】  県平均正答率をわずかに上回っている。 

【英語】 県平均正答率を大きく上回っている。 

→「知識・技能」の問題は、どの学年・教科も平均をほぼ上回り、基本的な学

習内容の定着が図られています。記述式問題（考えを書く、理由や方法を説明

する等）においても、引き続き一定の成果が見られました。しかし、問題によ

っては、２０％以下の低い正答率もあり、今後とも記述式問題にチャレンジし

ていくことが重要です。 

 

 

◎ 条件を正しく読み取り、実験結果を正しく考察すること 

◎ それぞれの情報や知識を使って、日当たりの良い・悪いを予想すること 

▲ 自分位置を俯瞰して、棒を見るための位置を正しく答えること 

英 語 

教育広報（令和７年１月） 

令和６年度 

 
下松市教育委員会  

理 科 

◎ 日常の話題について、情報を正確に聞き取ることができる 

◎ 基本的な語や文法事項を理解して、会話の中で適切に使うこと 

▲ まとまりのある英語を読んで、その内容に関する自分の考えを書くこと 



３課題の見ら

れた問題例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４今後の取組 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 読み手に伝わるように表現を吟味し、文章を書く問題 【１・２年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 用語を用いて、データの特徴を説明する問題 【１・２年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ はるとさんとあおいさんは、２つの空の水そうに、それぞれ同時に水を入れ始め

ました。はるとさんは水道Ａを、あおいさんは水道Ｂを使って水を入れました。次                     

の図は、水を入れ始めてから X分後に容器に入った水の量を YLとして、グラフに表

したものです。        

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 県平均正答率を同程度、２３％の正答率でした。 

３  田中さんは、「出会い」をテーマに、随筆を書くという学習に取り組んでいます。次は、

田中さんが構想をまとめた【ノートの一部】と、【随筆の下書き】です。これらを読んで後の

問いに答えなさい。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 田中さんは、【随筆の下書き】      B       の部分で、【ノートの一部】

の④段落で伝えたいことを書いて文章を終えようとしています。あなたならどのように工夫

して書きますか。次のア、イについて、それぞれの指示にしたがって書きなさい。（完答） 

 ア「あれから１週間が経つが、私の興奮は冷めない。」に続けて、表現を工夫して書きなさい。 

 イ あなたがアで書いた表現には、どのような効果があるのかを具体的に書きなさい。 

 

※ １・２年生とも同じ問題が出されており、１年生では１４．５％、２年生では２６％の正

答率でした。 

★  学  校                        

● 学校の組織的取組の強化 

 （学力向上プランの重点化、教科・学年の枠を超えた研修の推進等） 

● 児童生徒の「学習力」の向上をめざす授業改善 

 （誤答分析を生かした授業改善、「キラリくだまつ授業づくり」の活用等） 

● 校内研修の活性化と指導の充実 

 （育成すべき資質・能力を確実に育む授業改善、「やまぐち学習支援プログラ

ム」の活用、個に応じた補充学習等） 

★  家庭・地域                       

● 学習・生活習慣の確立 

 （「家庭学習の手引き」等の活用、家庭における生活習慣の見直し等） 

● コミュニティ・スクール、やまぐち型地域連携教育の仕組を生かし

た学習支援     （地域の人材を活用した授業や取組等） 

★  下松市教育委員会                        

●「キラリくだまつ授業づくり」

に基づいた授業改善の推進 

●授業における「振り返り」活動

の推進 

●課題と考えられる状況等の情

報提供 

●学校訪問等による指導・助言 

●「主体的・対話的で深い学び」

をめざした授業づくりに関す

る指導・助言 

●下松市学習指導実践研究校の

指定 

水を入れ始めてから６分後に、２つの水そうに入っている

水の量の違いを調べる方法を、「グラフの縦軸」もしくは

「グラフの横軸」という言葉を使って説明しなさい。ただ

し、実際に値を求める必要はありません。  

 

※ １・２年生とも同じ問題が出されており、１年

生が１４％、２年生が２４％の正答率でした。 

、 


